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図 1　つつが虫病に関連した民間信仰
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秋田の先覚記念室企画コーナー展「ツツガムシに挑んだ秋田の医師たち～田中敬助・寺邑政徳～」展示報告



秋田県立博物館研究報告第38号

−52−

別表 1　田中敬助寄贈資料一覧
整理番号 資料名 寸法（縦×横cm）・形状 点数 年代 備考

1 田中敬助肖像写真 13.5×9.3、紙焼き 1
2 学位論文「日本沙蝨病の研究報告」 28.0×20.0 1 大正2年 大正2年2月13日学位授与

3 『東京医学会雑誌』第6巻第21号 25.5×17.5、雑誌 1 明治25年11月5日 田中敬助論文掲載「日本洪水熱病原研究第一回報
告」

4 『東京医学会雑誌』第6巻第22号 25.5×17.5、雑誌 1 明治25年11月20日 田中敬助論文掲載「日本洪水熱病原研究第一回報
告　第二」

5 『東京医学会雑誌』第6巻第23号 25.5×17.5、雑誌 1 明治25年12月5日 田中敬助論文掲載「日本洪水熱病原研究第一回報
告　第三」

6 『東京医学会雑誌』第8巻第22号 25.5×17.5、雑誌 1 明治27年11月20日 田中敬助論文掲載「日本洪水熱病原研究第二回報
告　第二」

7 『東京医学会雑誌』第8巻第24号 25.5×17.5、雑誌 1 明治27年12月20日 田中敬助論文掲載「日本洪水熱病原研究第二回報
告　第三」

8 『東京医学会雑誌』第7巻第3号掲載論文別刷 25.5×17.5、論文 5 明治26年2月5日 田中敬助論文「日本洪水熱病者ノ熱ニ就テ」
9 『東京医学会雑誌』第23巻第13号掲載論文別刷 25.5×17.5、論文 1 明治42年07月05日 田中敬助論文「日本毛蝨病原研究追加第二」

10 第一回訂正論文原稿 28.0×20.0、原稿 1 明治43年11月
11 論文原稿（ドイツ語） 24.4×36.0、原稿 2 田中敬助論文　タイプ原稿
12 自筆論文原稿（ドイツ語） 28.0×21.5、原稿 1 明治34年 田中敬助論文「Ueber　Kedani-Krankheit」

13 論文抜刷（ドイツ語）、自筆原稿（ドイツ語） 23.0×15.0、論文、原稿 2 明治39年、？ 田中敬助論文「Ueber meine japanische Kedani-
Krankheit」、「Ⅱ.Variola」

14 学生時代のノート 19.7×13.0、ノート 3 秋田羽後　学生　田中敬助（朱書きあり）
15 備忘録ノート 20.0×13.0、ノート 1 明治30年 住所あり
16 研究ノート 21.0×16.5、ノート 3 昭和2年、4年、5年 論文清書、研究ノート写
17 自筆原稿「日本沙蝨病の研究略報」 25.3×16.3、原稿 1 大正10年頃のまとめか

18 「日本毛蝨病の研究（田中敬助氏十八年の研究）」 25.0×18.0、ガリ版印刷 4 後世に編集されたもの、「日本沙蝨病の研究略
報」を参照か

19 『東京医学会雑誌』第30巻第22号掲載論文別刷 25.2×17.7、論文 1 大正5年11月20日 田中敬助論文「日本毛蝨病原研究追加第三」
20 自筆論文「日本沙蝨病」 28.0×20.0、論文 1 表紙に「医学博士　田中敬助述」表記あり

21 原稿「文部省科学研究補助第1年報告」 25.5×17.0、原稿 1 大正8年12月23日
田中敬助・海輪十二共述論文「毛蝨（恙虫）擬赤虫、
秋蝨ノ頭部「ヒポフワリンキス」及び毛蝨病ノ病
原病理二就テ」

22 原稿「文部省科学研究補助第2年報告」 25.0×16.0、原稿 1 大正10年03月29日
田中敬助・海輪十二・鈴木周蔵・寺邑政徳共述
論文「毛蝨患者血液二於ケル毛蝨毒検査成績」

（『日本医事週報』に掲載）

23 『日本伝染病学会雑誌』第4巻第2号別刷 24.2×16.2、論文 1 昭和4年11月20日 田中敬助論文「臨床上ヨリ見タル毛蝨（恙虫）病の
重要症例」

24 原稿「恙虫病」 26.0×16.5、原稿 2 昭和15年11月3日 田中敬助論文（『日本医事新報』第967号に掲載）

25 『Zentralbl.f.Bakt.Abt.I.Orig.Nr.178.』掲載論文別刷
（ドイツ語） 25.0×18.0、論文 4 昭和5年 田中敬助・海輪十二・寺邑政徳・Kagaya共述論

文

26 『Zentralblatt f. Bakteriologie,Parasitenkunde u. 
Infektionskrankheiten.』論文別刷（ドイツ語） 24.5×17.0、論文 1 昭和12年 田中敬助・海輪十二・寺邑政徳・Kagaya共述論文、

図版写真原稿あり
27 論文別刷（ドイツ語） 24.5×17.0、論文 1 昭和12年 一部朱線あり、田中敬助論文か
28 『細菌学雑誌』 25.5×18.5、雑誌 6 明治37年～昭和15年 100号、163号、266号、270号、277号、531号
29 『東京医学会雑誌』 26.0×18.5、雑誌 2 大正7年、大正8年 第33巻第21号、第33巻第22号
30 『東京顕微鏡学会雑誌』 22.5×15.2、雑誌 1 大正5年2月 第23巻第1号、二木謙三論文掲載あり
31 『東京医事新誌』 22.0×15.0、雑誌 1 大正5年9月9日 第1989号
32 『日本医事週報』 26.0×18.8、雑誌 1 昭和15年3月23日 第45年第2242号
33 『北越医学会会報』 22.5×15.0、雑誌 1 明治39年2月 第151号

34 佐竹義輔　論文別刷 25.3×17.4、論文 1 昭和7年 「Juncaceae of Aleutian Islands,　cdlected by 
Mr. Y. KOBAYASI in1931.」

35 中島元徳　論文別刷 26.0×19.0、論文 1 昭和7年4月 「恙虫病、ロッキー山紅斑熱及発疹チフス各病原
体リッケチアの鑑別に就て」

36 佐藤清　論文別刷 22.0×15.2、論文 1 昭和6年9月 「組織培養法による恙虫病々原体の培養成績の回
顧と其批判」

37 大原八郎　論文別刷 26.0×19.0、論文 1 昭和4年4～5月 「野兎病ノ病理並二病原体二関スル実験的研究」
38 海野幸胤　論文別刷 26.0×19.0、論文 1 昭和3年11月28日 「家兎二ヨル恙虫病々毒ノ実験的研究」

39 岸田久吉　論文別刷 29.4×22.0、封書 1 昭和21年 「NOTES ON THE FAMILY TROMDIDIIDAE IN 
JAPAN」2部

40 北島多一・宮島幹之助　論文別刷 25.0×17.5、論文 1 明治43年12月10日 「恙虫病研究第四回報告」

41 林直助　論文別刷 26.0×18.5、論文 2 大正5年、大正8年 「恙虫病原研究追加並二標本示説」、「大正七年度
余等恙虫病研究成績」
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42 羽鳥重郎　論文別刷 26.0×18.5、論文 4 大正4年～大正9年

「台湾二於ケル発疹性腺腫熱調査報告（第一）」、
「台湾ノ恙虫病二関スル続報（第四）」、「ON THE 
ENDEMIC TSUTSUGANUSHI DISEASE OF 
FORMOSA」、「台湾ノ恙虫病二関スル報告（第
五）」

43 宮島幹之助　論文別刷 27.2×17.5、論文 5 大正5年～大正7年

「赤虫ノ発育環」、「「トロンビヂーデー」科諸幼虫
ノ比較研究」、「ON THE LIFE CYCLE OF THE 
"AKAMUSHI"」、「赤虫小体二就テ」、「本邦内地
朝鮮台湾産赤虫及其近似種ノ比較研究」

44 長與又郎　論文別刷 17.5×15.5、論文 7 大正4年～昭和6年

「恙虫病二就テ」、「恙虫ノ成虫及卵子二就テ」、
「「トロンビヂウム」及赤虫（恙虫）に就て」、「「ト
ロンビヂウム」及赤虫に就て」、「恙虫母虫体
内ノ恙虫病原体ノ存否及ビ性状ニ就テ」、「恙
虫 ノ 三 種 二 就 テ 」、「UBER DEN NACHWEIS 
DES ERREGERSDER TSUTSUGAMUSHI-
KRANKHEIT,DER RICKETTSIA ORIENTALIS.」

45 川村麟也　論文別刷 26.5×19.0、論文 11 大正4年～昭和12年

「恙虫病二於ケル発疹ノ組織的研究」、「大正七年
恙虫病研究報告」、「鳥類ト赤虫トノ関係」、「恙
虫病々原決定発疹チフス病原体の研究リッケッ
チャの検出法」、「恙虫病の研究室内一感染例」、

「脂肪の一新染色法」、「実験動物体内に於ける
恙虫病「リッケッチア」の形態学的証明」、「再び
赤虫体内の「リッケッチア・アカムシ」に就て」、

「恙虫病病原体二就イテ」、「地方病性発疹熱に就
て」、「恙虫 Trombicula akamushi(BRUMPT) の
生態的観察」

46 緒方規雄　論文別刷 23.5×16.5、論文 12 大正10年～昭和9年

「恙虫病病原研究予報」、「恙虫病々毒の性状に
関する一新知見補遺」、「体外組織培養に於け
る恙虫病々毒に就いて」、「動物屍体内に於け
る 恙 虫 病 々 原 体 Rickettsia tsutsugamushi の
生存期間」、「五日熱（塹壕熱）の病原に就い
て」、「｢マウス」を以て恙虫病々原体 Rickettsia 
tsutsugamushi の検出及恙虫病病毒の保存」、「恙
虫病々原体 Rickettsia tsutsugamushi の研究」、

「恙虫病々毒の実験的感染試験」、「恙虫病々原体
リッケッチア・ツツガムシの海猽胎盤透過試験」、

「恙虫病々原体「リッケッチア・ツツガムシ」の該
患者尿よりの検出に就いて」、「内地発疹熱リッ
ケッチアの実験動物殊にマウスよりの検出に就
いて」、「神経黴毒とリッケッチア」

47 緒方正規　論文別刷 26.0×19.5、論文 4 大正2年～大正6年

「Dritte Mitteilung uber die Aetiologie und 
Therapie der Rattenbisskrankheit.」、「Uber die 
Kultur des Rattenbissfadenpilzes auf festen 
Nahrboden.」、「Achte Mitteilung uber die 
Aetiologie der Tsutsugamushikrankheit.」、「 恙
虫病病原糸状菌二就テ」

48 緒方正規　論文別刷 26.0×19.5、論文 1 明治40年 「Mi t t e i l u n g  ube r  d i e  Ae t i o l o g i e  d e r 
Tsutsugamushi=(Kedani) Krankheit.」

49 二木謙三　論文別刷 24.2×16.1、論文 1 大正6年 「鼠咬症病原「スピロヘータ」二就テ」
50 鞄 32.0×51.5×奥行15.0、革製 1 田中敬助使用鞄
51 飲食物殺菌法図解 75.0×58.0、着色 3 明治31年 印刷図解、一部欠落図あり
52 船の鉛筆画 77.0×58.5、紙製 1 子供の書いたものか
53 スケッチ｢秋蝨」「擬赤虫」 62.0×47.5 2
54 眼病トラホームの掛図　其一、其二 90×57.5、軸装、着色 2 2本組

55
今村保氏校閲「縧虫類」「コッホ氏之像　腸窒扶斯
菌　虎列刺菌」「結核菌　ペスト菌　実扶的里亜
菌　インフルエンザ菌」解説図

97.0×83.0、軸装、着色 1 3本組

56 外科解剖及内科病変一覧図 124.0×47.5、軸装、着色 1
57 木箱 91.0×21.5×20.5、木製 1 軸入れ
58 ケダニスケッチ 27.8×19.1 1 着色
59 「沙蝨各臓器ノ説明」図版 29.5×25.5、写真 1 写真図
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別表 2　展示資料一覧
展示形態 資料名 数量 年代

1 映像 感染症学会作成のビデオ 1
2 写真 つつが虫病関連写真 10
3 写真 田中敬助肖像写真 1
4 写真 「沙蝨病調査所」写真 1 明治41年（1908）
5 写真 恙虫研究所全景写真 1
6 写真 恙虫研究所前の記念碑写真 1
7 写真 ツツガムシ電子顕微鏡写真 1
8 書籍 『黒甜瑣語』初編、2篇　人見蕉雨著 1 寛政6年（1794）
9 書籍 『黒甜瑣語』人見蕉雨著 1 寛政6年（1794）

10 書籍 『黒甜瑣語』2篇　人見蕉雨著 1 明治29年（1896）
11 書籍 『重訂本草綱目』　42巻 1 寛文12年（1672）
12 書籍 『国訳本草綱目』第10冊 1 昭和52年（1977）
13 書籍 『新ツツガ虫病物語』須藤恒久著 1 平成3年（1991）
14 資料 菅江真澄写本『雪の出羽路　平鹿郡一』 1
15 資料 菅江真澄写本『雪の出羽路　平鹿郡十』 1
16 資料 菅江真澄写本『月の出羽路　仙北郡五』 1
17 資料 菅江真澄写本『月の出羽路　仙北郡一〇』 1
18 資料 「刺抜き（けぼり）」道具 1

19 資料 『東京医学会雑誌』第6巻第21号
田中敬助論文掲載「日本洪水熱病原研究第一回報告」 1 明治25年（1892）11月5日

20 資料 『東京医学会雑誌』第6巻第22号
田中敬助論文掲載「日本洪水熱病原研究第一回報告　第二」 1 明治25年（1892）11月20日

21 資料 『東京医学会雑誌』第6巻第23号
田中敬助論文掲載「日本洪水熱病原研究第一回報告　第三」 1 明治25年（1892）12月5日

22 資料 田中敬助論文　タイプ原稿（ドイツ語） 2
23 資料 田中敬助自筆論文原稿（ドイツ語）「Ueber　Kedani-Krankheit」 1 明治34年（1901）

24 資料 田中敬助論文抜刷（ドイツ語）「Ueber meine japanische Kedani-Krankheit」、自
筆原稿（ドイツ語）「Ⅱ.Variola」 2 明治39年（1906）、？

25 資料 田中敬助学生時代のノート 3
26 資料 田中敬助備忘録ノート 1 明治30年（1897）
27 資料 田中敬助筆　ケダニスケッチ 1
28 資料 田中敬助学位論文「日本沙蝨病の研究報告」 1 大正2年（1913）

29 資料 田中敬助の研究ノート 3 昭和2年（1927）、4年（1929）、5
年（1930）

30 資料 田中敬助自筆原稿「日本沙蝨病の研究略報」 1 大正10年（1921）頃

31 資料
原稿「文部省科学研究補助第1年報告」
田中敬助・海輪十二共述論文「毛蝨（恙虫）擬赤虫、秋蝨ノ頭部「ヒポフワリンキス」
及び毛蝨病ノ病原病理二就テ」

1 大正8年（1919）12月23日

32 資料
原稿「文部省科学研究補助第2年報告」
田中敬助・海輪十二・鈴木周蔵・寺邑政徳共述論文「毛蝨患者血液二於ケル毛蝨毒
検査成績」

1 大正10年（1921）3月29日

33 資料 田中敬助論文原稿「恙虫病」 2 昭和15年（1940）11月3日
34 資料 「沙蝨各臓器ノ説明」図版 1

35 資料 田中敬助・海輪十二・寺邑政徳・Kagaya共述論文『Zentralbl.f.Bakt.Abt.I.Orig.
Nr.178.』掲載論文別刷（ドイツ語） 4 昭和5年（1930）

36 資料 田中敬助・海輪十二・寺邑政徳・Kagaya共述論文『Zentralblatt f. Bakteriologie, 
Parasitenkunde u. Infektionskrankheiten.』論文別刷（ドイツ語） 1 昭和12年（1937）

37 資料 寺邑政徳講演原稿 2
38 資料 寺邑政徳論文「秋田縣に於ける恙虫病研究史」 1 昭和26年（1951）2月
39 資料 寺邑政徳論文「再び恙虫病々毒の実験的感染試験に就て」 1 昭和12年（1937）2月
40 資料 寺邑政徳論文「オーレマイシンを用いた恙虫病の治療実験例」 1
41 論文 『日本沙蝨病之研究略報』田中敬助著 1 大正14年（1925）
42 論文 『日本沙蝨病の研究略報』田中敬助著 1 明治41年（1908）
43 論文 『秋田県下の恙虫及び恙虫病の研究１』寺邑誠祐著 1
44 資料 顕微鏡（寺邑政徳・誠祐氏使用実験器具） 1
45 資料 恒温器（寺邑政徳・誠祐氏使用実験器具） 1
46 資料 天秤（寺邑政徳・誠祐氏使用実験器具） 1
47 資料 メスシリンダー（寺邑政徳・誠祐氏使用実験器具） 1
48 資料 褒章メダル（寺邑政徳・誠祐氏使用実験器具） 1
49 資料 寺邑政徳　秋田県功労章 1
50 資料 寺邑政徳　藍綬褒章賞状 1
51 資料 ツツガムシ標本 2
52 資料 「つつが虫病のしおり」 1 平成24年（2012）
53 資料 つつが虫病診断プレパラート 1

総展示点数 74


